OSの役割
[bookmark: _GoBack]OSは、アプリケーションソフトとハードウェアの中間的なソフトウェアとして、ハードウェア、ソフトウェア、メモリ、データを管理します。また、本体と周辺機器間のデータの入出力やネットワークを経由するデータの入出力もOSが管理します。
ソフトウェアの管理
ハードウェアの管理




OS



データの管理
メモリの管理



ハードウェアの管理
プリンター、CD-RWドライブ、DVDドライブ、マウスなどの周辺機器を使用するために、正しいデバイスドライバーを組み込みます。
ソフトウェアの管理
アプリケーションの起動時にプロセスごとにメモリ空間やディスクなどを割当て、アプリケーション終了時に割り当てたプロセスを消滅して初期化します。これにより、アプリケーションはいつも自分だけがコンピューターを使用しているように動作します。
メモリの管理
複数のアプリケーションを同時に実行させるために必要な大量のメモリ領域を、ハードディスク上の仮想メモリとして確保します。メモリはプロセスごとに割り当てられるので複数のアプリケーションを同時に実行しても競合しません。また、待機中のアプリケーションは仮想メモリに退避させて、実行中のアプリケーションに効率よく物理メモリを割り当てます。
データの管理
アプリケーションと、アプリケーションで作成したデータの拡張子の関連付けにより、データファイルを適切なアプリケーションで起動することができます。


OSの種類
パーソナルコンピューター向けのOSには次のようなものがあります。
Windows
Microsoftが開発したOSです。バージョン1.0は1986年に発売され、1992年に発売されたWindows 3.1がPC/AT（1984年にIBMが発売したパソコン）互換機用のOSとして爆発的に普及しました。右図はWindowsの主なバージョンと発表年次（米国）です。
MacOS
Apple社のパソコンMacintoshシリーズに搭載されているOSです。直感的に操作できる洗練されたGUIには定評があります。
Linux
1991年にフィンランドの大学院生によって開発されたUNIX（1968年にアメリカAT&T社のベル研究所で開発されたOS）互換のOSです。その後フリーソフトウェアとして公開され、全世界のボランティアの開発者によって改良が重ねられました。最近では携帯電話やデジタル家電など組み込み機器のOSとしても普及し始めています。
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2019年OSシェア	
Windows	Mac OS	Linux	その他	90	7	2	1	
